






















































































Premawardhena (2007) は、シンハラ言語では緩和ストラテジー (mitigationstrategies) で
ある al1ee(お願し¥)、 kohomahari(何とか)、 puluwan-dα(できますか)が用し¥られて間接
的に依頼することが多いと述べている。つまり、可能形である puluwan-da(できますか)
は依頼表現にj刊し¥られる緩和ストラテジー (mitigationstrategies) として取り J二げられてい
る。
英語に関する先行研究としては、 Blum-Kulka他 (1989) は、英語では間接的な依頼文
ではない、依頼を表す定型表現として定着している文型の使用が多いと指摘している。な
かでも、 Couldyou do....? (できますか)、 Wouldyou mind doing....? (するのはお嫌し1で
すか)、 Would you do...? (してくださいますか) の形が非常に多かったと述べている。
西光 (1993) によると、 Canyouという表現が依頼を慣用的に表すようになると、圧縮
されて(1) のような形が可能になる。





っと手前に確かめる事柄なので、 Brown& Levinsonの Dorγtpresumeの程度の高い要件だ
からであるとされている。




稲木 (2004)は、<省 1各>状況に応じていCanyou open the window for me?"や“Willyou open 
the window for me?"のように相手の能力や意思を疑問文を用いて質問することによって、
間接的に依頼の発話内行為を行う場合が多々あると指摘している。














助動詞/名詞 1-puluwan)が多用である。 I~puluwanJ については以下のように特徴をみる
ことがで、きる。
r puluwan (できる)J 
/ 
可能形









mee badll tika ikmanata aragena e- nna puluwan da 





Mage gaman badu aragena eゆ n11a plllllwan da 












表 1 研究 、使用 ヲおよび分布
諜題 i



















































る ):j( 現は以下の表 2に
依
授受受助化 pU]UWell1 (で
Yても えますか 敬訂 a (PP) ga (あげる)nna (1肝) pUlllWat1 (で
(敬体) 下A主F 
すか 敬語 (あげる)nna (JNF) pulu日'31 ( 
;お V甑 ) nna (lNF) pul11wan (で
Vても ;号交青んカ、 主亮 島げる) nna (l NF) beri ( 
もらえ でし 、 腕!Hl化 3 (Jコp) がくあげ )川日( pllluwall (で
(Hと量) きます] ve 1 l しょう) 山(か)
P P-Present perfect 




;ラ乙 1二 lTIlSラ l1a ta me padama aha ga -nna puluwan da 
先生私に この 授業 教えるもらう-INF できる Q 
(先生、私にこの授業(の内容)を教えてもらうことができますか 直訳)
先生、この授業の内容を教えてもらえますかD





Vてくれるか (要求) -丈 a (PP) de (あげる) nawa (lNO) da (か)
授受:助言j a (PP) de (あげる) nna (INF) pUJUWeIη(で、き
ます) da (か)
Vてくれますか (要求〉文 a (PP) de (あげる) naweI (lND) da (か)
f政併記 a (PP) de (あけyる) nna (lNド) puluwan (で、き
ます) da (か)
Vてくださいますか (要求)文 a (PIコ) de (あげる) nna (I NF) puluwan (でき
お Vくださいますか 敬訪 ます) da (か)
Vてくれませんか (要求)文 a (PP) de (あげる) nna (INF) beri (できま
腕 fl1 せん) da (か)
Vてく才しますでしょう (要求)文 V a (PP) de (あげる) nna (lND) pu]uwan (でき
j)、 (推量) ます) vei (でしょう) da (か)
IND-Indirect (現在形)
(7)友人同士
A:B、ane mata me pa正iama kiyal -a de- nna puluwan da 
B、感l奥詞私この 授業 教える-PP あげる IMP できる Q 
B、組、にこの授業(の内容)を教えてあげることができますか(直訳)
13，私にこの授業の内容を教えてくれますか。
(ケラ二ヤ大学にて 2011年 3月 13日収録)
7. rpuluwan (できる)Jの使用


















す 1puluwan (できる)Jが依頼表現として使用されている。以下の表 4はシンハラ語母
語話者を対照に行ったロールプレイ調査結果である。
表 4 ipuluwan (できます)Jの使用頻度(実数)と割合(%) 
表現形式 教員 友人 合計(%)
本 (27件) 十回み ( 16件) 本(13件) 悩み(16件) 72件
(意志要求)系 2 。 つ 4 8 
い可能要求〉系 16 9 3 3 31 
合計(%) 18 (66 7%) 9 (56 3%) 5 (38 7%) 7 (43.8%) 39 (54 7%) 
表 4をまとめると、教員に対してはどのような場面でも高い出現率を示している。本を
借りる場面では 27件 i千118件、 66. 701で、悩みごとについての相談の場面では 16件仁lコ9
件、 56. 30/0である。一方、友人に対して「本を借りる」場面では 38. 5% (27件中 5件)
で、「悩みごとについての相談」の場面では 43.80/0 (16件 l中7件)を示している。
この結果から、目上の相手や友人であっても相手に負担がかかる場面では使用頻度が高
くなっていると言える。つまり、シンハラ語において最も丁寧な依頼表現であると言えよ




げられる。しかし、シンハラ語には I~ てもらう J 、 I~ ていただく」と í~ てくれる」、 I~
てくださる j の具なり、 I~ てくださしリ、「お~くださしリ、「お~傾います」という表現方
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、 、 ? ??
くれるJ)あるいは、シンハラ語とし られノな
























001 sir， ma taラ MartinWiclくramasinhe
に Martin¥Viclくramasinhe の
"sahitya kalavaララpota hoya ga 
kalava" して もらう
“nna pu]uwan da Slf. 
l間三 一C、 Q ??
?
?






















7.2課題(i i i )シンハラ人日本語学習者が産出する依頼会話における表現の特徴
を明らかにすること。




表現 £lコk 。ん i年生 2年生 3年生
オζ 悩み 本 悩み 本 悩み
(もらう)系 つ 11. 1 % 。 。 。 。
(できる)系 16 88. 9% 2 3 4 2 4 
メiえコきロ+ 18 lOO.O% 2 2 4 4 2 4 
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]39 (5) pp. 研究者出張
語研究~ 17 pp.げ戸 33筑波と依頼行為[f
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式 教員④ 友人0' 教員③ 友人③'
(遂行)系 。 0.0% 。 0.0(10 。 0.0 Sん 。 0.0%) 
2. <命令〉系 。 0.0% つ 15‘4% 。 0.0% 5 31.3% 
3 (要求〉系
}~豆'.L、足4王-、 2 7.4% 2 15.4% 。 0.0% 3 18.6% 
ー 一ー世世ー戸田 -----日ーー ー 『押ー 『ー晴 世田--ーーー
『百ー 国ー』 世』一-_ 一一ーー 世』 】白血圃幽ーー ，ー 』ー『 】ー 再ー'ー 国ー胃目白 m ーー -ーー 』ー一ー一一ー
H 可能 16 59.3% 3 23.1% 9 56.2% 4 25.0% 
世田】ー 一ーー--】『一円回】且'骨量』 ーーーー 一ー F 一- ー__ー自国炉問 E
世ー百冊司『 一ーー___ーーー】』甲骨骨 H ーー一一一一日
』ーーー 回ー目白幽】同目』ー』百四回 四回ーー 日ー巴----ー-ーーー』
凹 許可 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 
』司且ー 曲目白-- 戸__一世』ー ーー・~ --- 幽回目ー】ーーー一ー -ーー__ 岡市』 世田『田 ーー・__- ーー 】ーーーーー 目ー ーー世田園】同一回 __骨四 ーーー
.ー_巴--回目目 』曲】邑
1¥ 存在株 6 22.2% 6 .16.1% 2 12.5% 。 0.0% 
ヨWユしJ、
日】ー_---世戸ー---回目』回国』 四-----ー 四日 】ー 『ーー 』ーー一一ー 一ーーーー同
司ー直世』ー骨回目白一ー 』白 ・ー『再再 ー 』冊 一ー ーー ーー ーー 】戸 -開』世ー司 『ー骨骨__由ー 一ー目白
v 勧誘 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 2 12.5% 
4 願望表出 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 
5 f古意表出 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 
6 省il名文 3 11.1% 。 0.0% 4 25.0% 。 0.0% 
7 その他 。 0.0% 。 0.0% 6.3% 2 12.5% 




依頼表現の形式 教員④ 友人④' 教員③ 友人③'
(遂行)系 。 0.0% 。 0.0% C 0.0% 。 0.0% 
2 (命令)系 。 0.0% ? 15.4% 。 0.0% リ「 31. 3% 
3 (要求)系
A忠:X_、芯-I~ つ 7.4% ? 15.4% 。 0.0% 3 18. G% 
再】』再 曲一明日圃畠『自由戸 -_一戸世恒ー-_ 司ー自ー__由畠 ーー 『ー戸ー『田-----国四国-_早 一ー 四ーーーー骨自】-_国 ーー『ー』 一世ー国- _一 一ーーーー 自ー且-_ -----ー _ー-国』ー
日 FーlヶijIi‘卜E'¥ 16 59.3% 3 23.1% 9 56.2% 4 25.0% 
骨ー 司ー---_-・・ー由ー ーー 司ー園田国__ー四 __一四一『 ーー・，骨日'‘ _ー，回目』ー 一ー』】"ーーー 』ー』一ー一ー -ー'ーー 国 ーー 叩ー 一回_，ー ，ー働』一 一ーー一回 ー 一 世ーー ー
I 言1:i:'q 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 
------四』ー再ーーー守園陸』司園田日出ー『ー一司 ーー 』百--_ ー 』一世』回目日 ι 『ー同国 ---一『 冊ー目白由胃 由』時ーー 日_ -】『 』ー四国自由ー--_----ー
』司】且『
-ー---ー』・-_ -ー
1¥1 存在{話:5 6 22.2% 6 46. 1うも 2 12.5% 。 0.0% 
日ー _ー，畠司ー 』ー曲、ー _ー_'・『百曲一一『 四百回 』ー _ー_・4 _.白 目『 ーー一ー』日骨--_-- _ー-国_-世帯ー『 ー 一ー 胃ー】圃白』 ------一一ー・・"一ー -ー_-_ 一一『 ーー ーー 四国__
勧誘 。 0.0% 。 0.0% 。 。‘ 0% 2 12.5% 
4 願望表IJ 。 0.0% 。 。‘ OSん 。 0.0% 。 0.0% 
5 情意表1JI 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 。 0.0% 
6. 省Il俗文 3 11.1% 。 0.0% 25.0% 。 0.0% 
7 その他 。 0.0% 。 0.0% 6.3% 2 12.5% 
件数 27 100.0% 13 100.0% 16 100.0% 16 100.0% 
(デヒピティヤ スランジ デイノレーシャ、筑波大学大学校生、 sd.dehipitiya@gmail.com)
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